
成績概要書（2008 年 1 月作成） 

-------------------------------------------------------------------------------- 

研究課題：トマトの病害虫に対する生物農薬を活用した減化学農薬防除技術 

     （ハウス野菜の病害虫に対する生物農薬の適応性検定） 

（ハウス野菜の病害虫に対する生物農薬を活用した減化学農薬防除体系） 

担当部署：道南農試 研究部 病虫科 

協力分担： 

予算区分：農政部事業（クリーン） 

研究期間：2005～2007 年度（平成 17～19 年度） 

-------------------------------------------------------------------------------- 

１．目的 

  トマトの地上部には各種の病害虫が発生し減化学農薬栽培を難しくしている。一方、生物農

薬について現地から適用性や活用法の確立が求められている。そこで、トマトの病害虫に対す

る生物農薬の適用性を明らかにし、各種防除法と組み合わせた減化学農薬防除技術を確立する。 

２．方法 

１）バチルス・ズブチリス剤(BS 剤)の防除効果評価：灰色かび病、葉かび病、うどんこ病 

２）耕種的防除法の検討：抵抗性品種、栽培管理 

３）BS 剤を活用した減化学農薬防除体系の防除効果評価 

４）主要害虫に対する各生物農薬の防除効果評価：オンシツコナジラミ、ミカンキイロアザミ

ウマ、アブラムシ類 

５）病害虫に対する生物農薬を用いた減化学農薬防除体系実証 

３．成果の概要 

１）灰色かび病に対して BS 剤のインプレッションとエコショットで防除効果が高く、エコショ

ットは散布による果実の汚れもなく、収穫期の使用が可能であった。葉かび病に対してはいず

れの BS 剤も効果が不安定だった。うどんこ病に対しても BS 剤は防除効果を有した（表１）。 

２）葉かび病は、Cf-9 を持つ抵抗性品種で発生を回避できる。初発時の罹病葉除去は葉かび病

の伸展抑制効果があり、薬剤散布と併用することで BS 剤の防除効果が安定する。 

３）半促成作型では、灰色かび病の初発時から、化学農薬・BS 剤交互散布の防除体系（化学農

薬の使用回数５割減）で慣行と同等の防除効果が得られた(表２)。夏秋どり作型では以下の防

除体系で化学農薬の使用回数を半減できた。(1)葉かび病抵抗性品種の利用と上記の交互散布

(2)罹病性品種の場合、交互散布の BS 剤を葉かび病発病複葉率 1 割を超えた場合にポリオキシ

ン複合体水和剤(Po)に置き換える。また、夏秋どり作型ではうどんこ病が発生する場合もあっ

たが、上記散布体系で同時防除が可能であった（図２）。 

４）モニタリング法として、オンシツコナジラミ成虫の黄色粘着板による捕獲状況（1 日 1 頭

以上が連続して捕獲される場合）はトマトでの寄生初発をとらえるのに有効であった。すす汚

染は、平均幼虫密度 5 頭以下／小葉で少なかった。ミカンキイロアザミウマは青色粘着板より

も葉での被害痕や寄生虫数を調べる方が初発を検出し易かった。 

５）オンシツコナジラミに対して、ボーベリア・バシアーナ剤（Bo）、バーテシリウム・レカ

ニ剤及びペキロマイセス・フロモセウス剤は防除効果があり、特に、Bo 剤の効果が高かった。

ミカンキイロアザミウマに対しては、Bo 剤とククメリスカブリダニ剤で防除効果がみられた。

アブラムシ類では速効的に有効な微生物農薬はなかった（表３）。モニタリングによりコナジ

ラミやアザミウマ（少発生条件下）の初発をとらえて、これらの生物農薬を複数回散布するこ

とで（図２）、化学農薬を用いなくても密度を低く抑えることが出来る（図１）。アブラムシ

類は通常防除がいらないが、増加する場合には化学農薬で対応する。 

６）本実証試験では、これら病害虫に対して発生対応と各生物農薬を活用した防除体系により

（図２）、YES!clean 基準以下に化学農薬の使用回数を抑えた。 



図１　Bo剤散布によるオンシツコナジラミに対する密度抑制効果
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表１　トマトの各病害に対するＢＳ剤の評価

判定 総合判定 判定 総合判定 判定 総合判定

ボトキラー 1000 C,D △ B 果実の汚れ

ボトピカ 4000 C － －

インプレッション 500 A,A,B,C ○ A,B,C,D,D △ A 果実の汚れ

エコショット 1000 A,B,C ○ A,B,B,D,D △ － －

バイオワーク 1000 D B,D △ － －

A:化学農薬とほぼ同等,　 B:化学農薬にやや劣る,C:化学農薬に劣り、効果あるが低い,D:効果なし

○：防除効果あり,　　△：防除効果はあるがやや低いか不安定,　　×：防除効果期待できない

商品名
葉かび病 うどんこ病

備考
希釈
倍率

灰色かび病

表２　トマトの各作型における減化学農薬防除体系の効果

発病果率(%) 防除価 発病度 防除価 発病度 防除価

化学農薬区 12 0.9 83 1.6 96 0.0 -
体系区（化学＋ＢＳ） 6 1.3 76 3.1 91 0.0 -
無処理区 0 5.4 - 36.2 - 0.0 -
化学農薬区 12 6.7 77 0.0 - 0.0 -
体系区（化学＋ＢＳ） 6 6.4 78 0.0 - 0.0 -
無処理区 0 28.9 - 0.0 - 0.0 -
化学農薬区 11 0.4 94 3.6 96 0.0 -
体系区（化学＋ＢＳ＋Ｐｏ） 5 0.6 91 9.0 90 0.0 -
無処理区 0 6.5 - 88.0 - 0.0 -

※( )葉かび病抵抗性遺伝子

作型

半促成

夏秋どり

品種

ハウス桃太郎
(－）

桃太郎コルト
(Cf -9)※

ハウス桃太郎
(－）

処理
灰色かび病成分回

数
葉かび病 うどんこ病

表3　各害虫に対する生物農薬の防除効果の比較
防除効果(各試験例数)*1

剤　名 ｵﾝｼﾂｺﾅｼﾞﾗﾐ ﾐｶﾝｷｲﾛｱｻﾞﾐｳﾏ ｱﾌﾞﾗﾑｼ類
ボーベリア・バシアーナ剤（Bo) A-C (A9:B2:C2) A-D (A2:B1:C3:D1)
ペキロマイセス・フロモセウス剤 B-D (B2:C1:D1)
バーテシリウム・レカニ剤（My) B-D (B4:C2:D2)
バーテシリウム・レカニ剤（Vr) D
ククメリスカブリダニ剤 B (B4)
ククメリス＋Bo剤 A-B (A3:B1)
アリガタシマアザミウマ剤 D (D1)
*1 コナジラミ（対無処理比=100）：A(10以下)、B(10～30)、C(30～50)、D(50以上)
   ミカンキイロアザミウマ　    ：A(５以下)、B(５～30)、C(30～70)、D(70以上)

罹病葉の除去
＋

化学→ＢＳ
交互散布

半促成作型

定　植

灰色かび病　発生

葉かび病　発生

栽培終了

罹病葉の除去
＋

化学→ＢＳ
交互散布

罹病葉の除去
＋

化学→ＢＳ
交互散布

夏秋どり作型

定　植

葉かび病
抵抗性品種
（Cf -9)の利用

葉かび病
罹病性品種
(Cf -4含む)

灰色かび病　発生

葉かび病　発生

葉かび病　病葉率１割

葉かび病は発生しない

栽培終了栽培終了

化学→Ｐｏ
交互散布

（うどんこ病　発生）

注）ＢＳ剤はエコショットを使用

           

 
 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                           

 

図２ トマトの病害虫に対する生物農薬を活用した減化学農薬防除体系モデル 

４．成果の活用面と留意点 

１）トマト栽培の減化学農薬で YES!clean の基準をクリアする防除技術として活用する。 
２）病害虫の発生に応じてこれらの生物農薬を用いた防除法を組み合わせて活用する。 

５．残された問題とその対応 

１）新規生物農薬の評価 

２）ミカンキイロアザミウマの多発条件下での効果実証 

翌年の発生阻止対策の実施

未寄生苗の定植

黄色粘着板の設置（コナジラミ）

　　　○モニタリングによる初発と発生状況の把握
　黄色粘着板（コナジラミ成虫：１頭以上／日が連続）
　葉での被害痕・寄生虫の確認（ミカンキイロアザミウマ）
　葉での寄生の有無（アブラムシ類）

発生の推移を確認。
通常の防除は不要

化学農薬による
スポット散布等の対応

　○　生物農薬による防除
Bo剤等の複数回散布（３回程度）

　○　粘着板でコナジラミ成虫の捕獲
が続く
　　発生に応じ追加散布（幼虫数５頭
以下/小葉に抑える）
　　（収穫終了１ヶ月前まで）

オンシツコナジラミの発生 アブラムシの発生ミカンキイロアザミウマの発生

　○　生物農薬による防除
　Bo剤、ククメリスカブリダニ剤
の複数回散布

　○　アザミウマの新被害が続く
　スピノサド剤等による防除

注）アブラムシによるウイルス病
多発地帯では適用を除外する。


